
 

 

 

各  位 

2021 年 9 月 15 日 

株式会社インプレス 

 

現役公立校の教師がたくさんの実践例を紹介 

『いちばんやさしい Google for Education の教本』 

を 9 月 16 日（木）に発売
 

インプレスグループでIT関連メディア事業を展開する株式会社インプレス（本社：東京都千代田区、代表

取締役社長：小川 亨）は、現役公立校の教師らが実践例を紹介する『いちばんやさしいGoogle for Education

の教本 人気教師が教える教育のリアルを変えるICT活用法』を2021年9月16日（木）に発売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「1 人 1 台端末」の導入で戸惑う教員や保護者へ向け、実践例を大紹介！ 

2021 年 4 月、前倒しされる形でスタートした GIGA スクール構想によって、全国の小中学校で 「1 人 1

台端末」の導入が実施され、PC 端末が鉛筆やノートと同じような文具に変化しました。これまで紙で行っ

てきた授業、校務、学級経営、保護者との連絡などを、PC 端末でも行うようになったのです。激変する教

育環境のなか、ICT ツールとしておもに使われているのが、「Google Workspace for Education」と

「Chromebook」を組み合わせた「Google for Education」です。 

本書は、そんな Google for Education をいち早く使い始めた現役公立校の教師らが、「いちばんやさしい」

使い方の実践例を紹介する書籍です。教育現場が様変わりし、使い方に戸惑われている教職員や保護者の方

は多いでしょう。そのような方へ向け、著者陣が自らの創意工夫、主宰コミュニティ、イベント登壇などか

ら得られた豊富な経験をもとに、新しい時代に適した教育への考え方や活用法をたくさん紹介します。 



■公立校への導入課題や疑問を解消する 

本書は「公立校こそ、もっと使おう！」を標語に掲げ、公立校への GIGA スクール構想導入における

様々な課題を解消することをコンセプトの 1 つにしています。「休校になったらどうする？」「雑談が減っ

てしまうのが心配だ」「どんなアプリを組み合わせればいい？」といった様々な課題や疑問に対して、現役

公立校教師らしい現場に即した考え方やノウハウを、図解やイラストを用いて丁寧に解説します。 

 

■紙面イメージ 

Google for Education でよく使うアプリの活用方法を図解を用いてわかりやすく解説 

 

現役公立校教師ならではの現場の実践例を豊富に盛り込む 
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■本書はこんな人におすすめです 

 ICT端末の操作が苦手な小中学校の教諭 

 新人の小中学校教諭 

 小中学校の教諭を志す学生 

 教育委員会の担当者 

 学校との連絡をICT端末で行う保護者 
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